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＝本日のお話＝

１．大熊町の位置と現況

２．木村家の震災体験から考える防災

３．見えてくる答えのない社会課題

５．能登地震に思うこと

４．大熊未来塾の取り組み
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【大熊町の位置と現況】



2019年4月、避難指示解除

↑新庁舎の完成、復興住宅の整備

2022年6月30日、
避難指示解除

2045年まで
帰れいない

木村家自宅跡



新しい街が造成されていく

大熊町の新庁舎

復興住宅 学び舎 夢の森



復興と共に消えていく街並み

２０２
１年

２０２
２年

大野駅前商店街

写真提供：岩波友
紀



壊す必要のないものまで？

２０２３年夏、大熊町図書館解体



大熊にも神戸から
希望の灯り
が・・・

でも、日中は
灯っていませ
ん

ゼロカーボンを目指
すから灯せな
い？？？

岩手県大槌町の希望の灯
り

大義のために慰霊の気持
ちも示せない大熊町



森を削って工業団地が造成されてい
く・・・

これが復興？



木村家は、福島第一原子力発電
所の南、約３キロにありました。



【木村家の震災体験から考える防災】

木村家自宅

津波に襲われた故郷、熊川 写真提供：読売新聞



帰宅すると自宅は跡形もなく流されていた



家族3人がいない！
王太朗(わたろう)７７歳

次女、汐凪(ゆうな)7
歳

深雪(みゆき)37歳



裏山からベルが・・・

ベル（震災当時８か月）と汐凪（震災当時７歳）



その時、3人
は・・・

熊町児童館

熊町小学校

木村家自宅



あなたが王太朗（わたろう）だったら？



「つなみてんでんこ」
という言葉がありますが・・・

でも、助けに
行っちゃうのが人間

じゃあどうする？

災害前に家族と共有

出来れば、地域コミュニティ内でも・・・

＝教訓1
＝

平和な時こそ大事



＝教訓２
＝

経験者の後悔を聞く

熊町児童館にて、2010年夏
右端が汐凪（ゆうな）

一声かける

引き渡さない！
という選択肢も

東日本大震災被災地では
当たり前になっている



＝教訓3＝ 歴史から学ぶ

福島には津波が
来ないと
思い込んでいた

貞観地震を知
らなかった

東日本大震災を
1000年後まで
伝える





＝教訓4＝ 「違う！」と言える勇気

津波で半壊した熊川区公民館



＝教訓５＝

防潮堤は命を救えるのか？

建設中の熊川海岸の新しい防潮堤

意識を高めることこそ重要



原発事故による
放射能汚染で
捜索が出来くなる

捜索が出来ない！
(2011年3月）

【震災から考える社会課題】



ひとりで捜す日々(2011年～2013年）

写真提供：岩波友紀

写真提供：尾崎孝史



捜索にボランティアが参加！
(2013年9月～）



中間貯蔵施設の話(2014年）



遺品の発見



環境省による捜索
(2016年11月～2017年）



発見！（2016年12月9日）



遺骨の発見で気が付いたこと

汐凪は
津波で亡くなったのか？

置き去りにされたことで
亡くなったのか？

熊町幼稚園入園時の汐凪
津波浸水域から自衛隊が回収した写真



5年ぶりの遺骨発見で気が付いたこと

防潮堤の下にはま
だ遺骨が・・・

復興の下で捜したいと
言えない遺族がいるの
ではないか・・・

2022年1月2日

それが復興？



見えてくる社会課題



汚染された場所でミサゴの営みは続く



人はそれでいいの？

未来の人間にも
負の遺産を残し続ける

生きるためだけでなく
贅沢に生きるその裏で
苦しんでいる生き物や人

後ろめたくはないですか？



じゃあ、
どうしたらいいの？

みんなで
考えてみませんか？



【大熊未来塾の活動】

フィールドは中間貯蔵施設エリア内 ドローン撮影：海老沼
明



熊町小学校 熊川区公民館 栽培漁業センター

原子力災害の影響で取り残されたものを価値に変える
遺構×語り部＝より自分ごとに



伝承フィールドからの
オンライン授業や
講演活動も

信越放送提供



伝承の目的はふたつ

誰も犠牲にしない防災

誰も犠牲にしない社会



次世代によ
る視察事業

大熊町での
聞き書き

大熊町の
震災伝承に
つなげたい

１０００年後の先まで伝えるために



大熊未来塾の課題＝伝承者がいない

大熊未来塾の語り部
ガイドは木村のみ

伝承に意識の
向かない大熊町

町民の語り部を
増やしたい

木村に代わって案内する大熊町民

伝承の仲間づくりサミット
２０２４年２月１１日開催



【能登地震から感じたこと】

津波から逃げ切れるのか？

原発に頼ってていいのか？



家財の多さが地球の負担になる
同時に災害時の凶器にもなる



ご清聴、ありがとうございました！


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12: 【木村家の震災体験から考える防災】
	スライド 13: 　　帰宅すると自宅は跡形もなく流されていた
	スライド 14: 家族3人がいない！
	スライド 15: 裏山からベルが・・・
	スライド 16: 　　その時、3人は・・・
	スライド 17: 　　あなたが王太朗（わたろう）だったら？
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28: 　遺品の発見
	スライド 29: 環境省による捜索 　　　　　　　(2016年11月～2017年）
	スライド 30: 　発見！（2016年12月9日）
	スライド 31: 遺骨の発見で気が付いたこと
	スライド 32: 5年ぶりの遺骨発見で気が付いたこと
	スライド 33: 見えてくる社会課題
	スライド 34: 汚染された場所でミサゴの営みは続く
	スライド 35: 　人はそれでいいの？
	スライド 36
	スライド 37: 　【大熊未来塾の活動】
	スライド 38
	スライド 39
	スライド 40
	スライド 41
	スライド 42
	スライド 43
	スライド 44
	スライド 45

